
6.13京都市京セラ美術館前で「稲盛和夫

はＪＡＬ165名の首切り撤回せよ」と、豪雨

の中抗議宣伝、関生の仲間もマイクで訴え！

稲盛和夫氏ひきいる京セラは京都市立美術館の５０年間の命名権を京都市から５０

億円で買い取り、５月２６日に「京都市京セラ美術館」としてリニューアルオープンし

ました。８０年以上の歴史がある「京都市美術館」に一企業名を付けることに市民から

多くの批判が出ています。京セラ創業者・稲盛氏は京セラの名誉顧問であり、ＪＡＬの

名誉顧問です。

６月１３日すさまじい豪雨の下、京都市京セラ美術館前ではＪＡＬ闘争を支える京都

の会の呼びかけにたくさんの労働者・市民が

参加していただき、プラカードを持ち、のぼ

りを立て、横断幕を持って、道行く人と入館

者にチラシ配布も行い。ＪＡＬ不当解雇撤回

を求める抗議宣伝行動をおこないました。お

りしも、この日は大阪府警察本部前では641

日と644日もの不当勾留を完全黙秘で闘いぬ

いて先般奪還された連帯ユニオン武委員長と

湯川副委員長の奪還闘争報告集会とかち合っ

て、参加者二分しての参加となりましたが、
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若狭の原発を考える会やＸバンドレーダー基地反対京都連絡会、憲法を生かす京都の

会、9条ネット・滋賀などの市民団体やユニオンネットワーク京都に参加される労働者

のみなさんなど、２０人を超えるご参加をいただきました。

各団体からマイクで雨をついた宣伝をし

ていただき、連帯ユニオン関西地区生コン

支部の仲間からは、京セラ・ＪＡＬ稲盛和

夫に対する批判と早急にＪＡＬのベテラン

パイロット・キャビンアテンダント165名

の解雇撤回をすべきだと、熱い.連帯挨拶が

繰り広げられました。若狭の原発を考える

会の木原壯林代表からは「今、大企業の経

営者は本当にモラルが低下し、この社会に

おける大企業経営者としての責任を放棄し

た言動がはなはだしい」と、関電原発マネ

ー問題と安倍政権と一緒に原発に固執し、40年をはるかに越える老朽原発を再稼働しよ

うとたくらむ関西電力経営陣と、一私企業が市民の美術館をカネに物言わせて名づけを強

制する厚かましさに、断固抗議の発言をされ

ました。

京丹後の米軍Ｘバンドレーダー基地撤去を

目指し闘う仲間からは、かつて31年前サイ

バネット社を京セラが買収して、そこで働く

人たちがつくっていた労組つぶしで起きた労

働争議を振り返り、「一応和解解決とはなっ

たが、闘う労働組合つぶしのひどさはＪＡＬ

での首切りと一緒であり、決して許されな

い。稲盛和夫はＪＡＬ１６５名の解雇撤回

をただちに行え。」と訴えられました。

京都市左京区岡崎の平安神宮南に位置するこの美術館、リニューアルオープン後初の宣

伝は市民の注目の中で実施されました。

ＪＡＬ闘争を支える京都の会

京セラ名誉顧問・ＪＡＬ名誉顧問の稲盛和夫氏

あての申し入れをおこなう

６月９日午後２時頃、「京都の会」事務局長・駒井と会員のＩさんの２名で京セラ

本社で稲盛和夫氏あてのＪＡＬ解雇争議解決への努力を求める申し入れをおこないまし

た。相手側は総務課のＫさんともう１名が対応し、「会社として申入書を受け取る」と

いう対応をしました。


